
ワン・ワールド・フェステ
ィバルの概要
2019年2月2日（土）、3日（日）、大
阪市カンテレ扇町スクエア、北区民セン
ター、扇町公園にて、第26回ワン・ワ
ールド・フェスティバルが開催されまし
た。当協会は、ステージイベントおよび
ブース出展においてワン・ワールド・フ
ェスティバルに参加しました。筆者は2
日間、当協会サポーターとして、ステー
ジイベントおよびブース出展にかかわっ
たので、今回の活動の概要および成果を
報告します。
ワン・ワールド・フェスティバルは
1993年以降毎年開催されている、西日
本最大の国際協力・交流のお祭りです。
市民に広く国際協力の大切さを認識して
もらい、活動に参加する機会を提供しよ
うと、関西を中心に国際協力・交流に関
わるNPO/NGO、政府機関、国際機関、

教育機関、自治体、企業などが協力し、
開催されています。今年のテーマは「共
に生きる世界をつくるために、一人ひと
りができること」と題し、多くの協賛、
後援のもとに実施されました。来場者数
は2日間延べ2万5千名にのぼりまし
た（ワン・ワールド・フェスティバル
HPより抜粋）。
カンテレ扇町スクエア1Fステージおよ
び北区民センターでは、様々な国際協力
にかかわる団体による計36のステージ
イベントが実施されました。ステージイ
ベントでは、お笑い芸人が草の根・人間
の安全保障無償資金協力について説明し、
ステージ周辺は大勢の来場者で賑わって
いました。青年海外協力隊大阪OBOG
会による経験者のトークイベントでは、
モザンビーク・モンゴル・インドネシア
に派遣された青年海外協力隊経験者が民
族衣装を着て登壇し、主に青年海外協力
隊派遣希望者を対象に、現地で行った活
動や、帰国後日本で行っている社会還元
といった、生の声を伝えました。医療・
看護に関するトークセッションは、留学

生からの生の声を通して、在日外国人が
安心して医療機関を受診するために必要
なことを考える機会となりました。この
ような様々なイベントを通して国際協力
に関する情報を得ることができました。
また、インドネシアの伝統楽器であるガ
ムランやシンガーソングライターのライ
ブ、南国タヒチのタヒチアンダンスや沖
縄のエイサーといった華やかなステージ
も多く、普段国際協力に馴染みのない来
場者であっても楽しみ、興味を持ちやす
い内容が盛りだくさんでした。
北区民センターでは、約90の西日本お
よび世界で活躍する団体が出展していま
した。多くの団体がパネルやポスターを
使用し、団体の概要や活動する地域につ
いて説明されていました。参加団体は
JICA（国際協力機構）や特定非営利活
動法人、一般社団法人、市民団体等多岐
に渡っていました。活動する地域のコー
ヒー等の特産品や、活動対象の女性団体
等が手作りした編み物や織物を販売する
団体もあり、大変華やかでした。写真展
では、様々な国で活動する団体や個人が
撮影した写真が展示されており、いきい
きとした世界各国の人々の笑顔に元気を
もらいました。巨大なキャンバスに平和
の絵を描くワークショップも行われてお
り、150名もの子供たちが平和の絵を
描きました。世界各国の民族衣装の着付
け体験も実施されており、ボリビアや韓
国等様々な国の衣装を纏い、会場を見学
する来場者もいました。
扇町公園では、みんなのキッチンと題し、
19団体がインドやモンゴル、スリランカ、
エジプト、メキシコ、ハイチ等様々な地
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甲南女子大学大学院看護学研究科
博士前期課程

柳澤沙也子
看護師として病院等で勤務した後､ 2015~2017年JICA青年海外
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ワン・ワールド・フェスティバルのちら
し（左）
更家副理事長によるプレゼン（上）
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域の料理を販売し賑わっていました。ナ
ンやカレー、コーヒー等の美味しそうな
匂いがしていました。出展団体は、国際
協力団体のみならず、大阪周辺の料理店
もあり、実際の店舗にも足を運びたくな
りました。また、難民キャンプテントが
設置され、難民について語るブースやラ
グビーや太極拳といったスポーツを楽し
むコーナーもあり、近隣の家族連れ等も
参加し大変賑わっていました。開催当日
は小雨がちらついていたものの、雨間に
は多くの来場者が、料理やスポーツを楽
しむ姿がみられました。また、会場付近
には日本一長い商店街である天神橋筋商
店街があり、クリーン作戦も実施されま
した。
このような華やかなお祭りの中、当協会
は、ステージイベントおよびブース出展
を行い、会場を盛り上げました。

WHO インターン報告会
2月2日（土）11時 50分から 12時
50分、当協会は、「羽ばたけ！国際保健
医療の世界へ！！」と題し、WHOイン
ターン報告会を実施しました。
本プログラムの前に、更家悠介副理事長
による講演があり、サラヤの世界各国で
の取り組みが紹介されました。講演を通
して、一大企業であるサラヤだからこそ
行うことのできる、様々な活動があると
感じました。写真が多く使用されたスラ
イドでは、サラヤの活動を通じて今も世

界各国で健康と笑顔が広がっていると感
じました。大阪をはじめ、西日本を拠点
にで世界で活動する著名人についても紹
介され、西日本から世界に羽ばたこう、
と希望が湧く内容でした。
報告会では、はじめに、中村安秀理事長
が当協会の概要を説明しました。世界保
健機関憲章前文、WHOの使命、WHO
の SDGs（持続可能な開発目標）への取
り組み、当協会の使命、入会案内および
世界各国から集まるWHOインターン
について紹介しました。
続いて、3名のWHOインターン経験者
が体験談を報告しました。WHOでイン
ターンとして職務経験を積む場合、無給
で渡航費や知財費などの経費は全て自己
負担となっています。このため、無給で
働く若者達を少しでもサポートするため
に、当協会は人材開発事業の一環として、
WHOでインターンすることが決まった
方々に対して、インターン期間中の生活
費等の負担を軽減するために、申請に基
づき援助を行っています。今回は、時田
佳治氏（群馬大学大学院保健学研究科）、
石川祐実氏（大阪大学大学院国際公共政
策研究科）、吉川健太郎氏（京都大学医
学部）の3名が、WHOでのインターン
について報告しました。

WHO本部SDS部門でのインターン（時
田佳治氏）
時 田 氏 は、WHO 本 部 の、Service 
Delivery and Safety（以下、SDS）部門

にてインターンを行われました。SDS
部門は、Universal Health Coverage（以
下、UHC）の達成を目指して、医療の
質（safe, high quality, effective, 
people -centred  and integrated 
services）を高めるための加盟国の保健
システムの改善を支えています。時田氏
の活動は、チーム医療教育の観点から、
Integrated People Centre Health 
Systemのためのエビデンス収集、医療
の質の改善のための二国間協定支援・ワ
ークショップの補佐および講義、資源の
限られた国での医療の質の改善のための
ツール検索、患者安全改善のためのチー
ム医療教育のツール開発、PSラーニン
グシステムワークショップやサミットへ
の参加、といった多岐にわたるものでし
た。インターンを通して、多くの先生方
や仲間に恵まれ、休日には周辺国にも出
かけリフレッシュされたとのことでした。
時田氏の経験から、WHOの業務のイメ
ージが広がり、大変興味深い内容でした。

WHO本部UHC達成に向けたプロジェ
クトでのインターン（石川祐美氏）
石川氏は、WHO本部にて、UHCを達
成するためのGlobal Competency and 
Educational Standards Framework を
作成するプロジェクトにかかわられまし
た。このプロジェクトの目的は、UHC
の達成に向けて、保健医療人材教育の側
面からアプローチすることであり、主に
ミッドレベルの保健医療人材を対象とし

WHOインターン報告会（左）
WHO協会の展示ブース（上）
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て、効果的な教育を行うための指針とな
るフレームワークの作成に携わられまし
た。石川氏は、WHOでのインターンが
始まった時期が、丁度プロジェクトの開
始時期と重なったことから、WHOのプ
ロジェクトがどのように始まり進んでい
くのかを学ぶことができたと話されまし
た。また、インターンの様子は、多くの
写真と共に語られました。石川氏の、積
極的に職員や他のインターン生とかかわ
る姿、多忙な中でもWHOでのインタ
ーンを充実させ、楽しむ様子が印象的で
した。

WHO本部アスタナ会議に向けたインタ
ーン（吉川健太郎氏）
吉川氏は、WHO本部のHealth System
局 Service Delivery部門にて2か月間、
インターンを実施されました。吉川氏の
活動は、WHO主催の国際会議であるア
スタナ会議の準備であり、具体的には参
加者のリスト作成、紹介状発送、加盟国
間協議の運営補助、宣言文書の草案作成
の補助、WHOやUNICEFによる準備会
合の補助等を行われました。プレゼンテ
ーションでは、インターン生の一日の流
れを説明されました。WHO本部の写真
も多く、インターン生の生活がイメージ
しやすい内容でした。また、インターン

をして気付いたこととして、欧米・欧州
の職員は女性が約9割を占めるが、中
東・アジアでは男女比が逆転すること、
宣言の言葉一つひとつが時間をかけて決
定されること等が紹介され、実際に
WHO本部にてインターンを経験したか
らこそ得られた学びが多くあると感じま
した。吉川氏の活動の詳細については
14～15ページの記事をご参照ください。
インターンを通して国際保健の最前線の
場に触れた3名の報告は、いきいきと
して希望に満ちており、WHOでのイン
ターンが充実していたことが伝わってき
ました。
　また、業務はもちろん、様々な立場で
世界の最前線で活動する先生方や、今後
も世界で活躍しようと励む仲間達との出
会いを語る姿は非常に印象的で、WHO
でのインターンは、かけがえのない経験
を得られるものだと改めて感じました。
また、WHO本部のあるジュネーブの滞
在費は高額である、ということもまた印
象的でした。日本のようにワンコインで
外食できることはまずなく、無給で滞在
費も自費という現実の厳しさ、またイン
ターン希望者への支援の必要性を痛感し
ました。また、WHO本部での食事が充
実していること、一方、WHO本部で提
供される食事の食品ロスも気がかりであ

る、といった、本部の中に入りインター
ンを経験した若者だからこそ感じられる
目線に気付かされる面もありました。
3名の報告後は質疑応答の時間が設けら
れ、3名の将来の展望等について質問が
ありました。WHOでインターンを行っ
た経験を若者に伝えていきたい（時田氏）、
WHOで勤務したい（石川氏）、国際保
健分野に貢献していきたい（吉川氏）と
いった、インターン経験が今後の人生に
活きるであろう展望を語っていただき、
希望に満ちた報告会でした。
当協会の支援を受けたWHOインター
ン経験者による報告会の開催は、当協会
としては初めての試みです。当協会の活
動や、WHOでのインターンに興味を持
ち、高い志を持って羽ばたく若者が増え
ることを願うと同時に、WHOインター
ン希望者の、金銭面での負担を軽減でき
るよう、引き続き支援を行っていきたい
と考えます。

多くの市民に情報提供を行
った展示ブース

北区民センターでの展示ブースでは、
WHOおよび当協会の説明や、参考資料
の配布を行いました。ブースは長机と椅
子2脚を設置し、渡部事務局長、木村
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WHO協会展示ブース（左）
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理事を中心に来場者の対応を行いました。
ブースの背面には、WHOについての説
明、WHO憲章前文（邦訳）、WHOの
運営等、WHOの地域事務所の地図、
WHO の SDGs への取り組み、日本
WHO協会の紹介、日本国際保健医療学
会学生部会（以下、jaih-s）の紹介、に
関する説明を掲示しました。また、当協
会パンフレット、本機関誌『目で見る
WHO』67号および jaih-s のパンフレ
ットを設置し、来場者に配布しました。
2日間のイベントを通して、当協会パン
フレットを300部、『目で見るWHO』
67号は200部を配布し、また多数の来
場者が立ち止まって展示物を閲覧してい
ました。
ブースには閲覧用資料として、世界保健
統計など直近のWHOの出版物、また
SDGs関連資料として、各目標の世界の
状況、SDGs-3の 9つの目標と4つの指
標に関する資料を設置しました。資料は
一部のみ邦訳でしたが、資料を熱心に閲
覧される来場者もいました。あわせて、
エイズ募金箱を設置し、来場者に募金を
呼びかけました。エイズ募金は大勢の来
場者に支えられ、2日間で6,848円の
寄付を頂戴しました。
出展ブースはNPO法人等様々な団体が
あり、当協会も他団体を知ることで多く
の刺激を得ました。特に、映像を上映し
たり、パネルを使用してわかりやすく活
動を紹介するブースの存在は目を惹きま
した。早速当協会の展示ブースにも活か
して盛り上げようと、3日（日）昼より、

第2回関西グローバルヘルスの集い（3
月6日開催）の紹介を行いました。ノ
ートパソコンを使用し、第1回の話題
提供やディスカッション、発表の様子が
わかるスライドショーを上映、あわせて
前回の活動報告および次回の開催案内を
行いました。来場者の中には、学生等で
興味を持ち、次回ぜひ参加したいとの声
もありました。
会場内では、SDGsをテーマとしたスタ
ンプラリーが実施されていたため、シー
ルを集める子供達や母親らもブースを訪
れました。制服姿の高校生や、中学生、
様々な国籍の来場者がおられ、WHOや
当協会について説明を行いました。高校
生や中学生からは、「名前は授業で聞い
たことはあるけど、WHOってどんなこ
とをしているんですか？」といった質問
があり、掲示物等を使用し説明しました。
外国籍の来場者は「私の国にもWHO
がある」「とても大切な機関だ」と興味
を持ち、英文の閲覧用資料に見入ってい
ました。また、医療関係者、市会議員等
様々な立場の方が展示ブースを訪れ、今
後のメールマガジン配信、情報提供等を
目的とし、積極的に名刺交換を行いまし
た。
今回のステージイベントおよび展示には、
当協会のサポーターも運営にかかわりま
した。各日8名が集まり、展示ブース
の見学者対応や、会場片付け等を行いま
した。サポーターは大阪周辺の学生や大
学関係者のみならず、東日本や北海道か
ら訪れた方も含まれており、改めて当協

会は幅広い世代、地域の人々に支持され
ていると感じました。

おわりに
ワン・ワールド・フェスティバルでは様
々な催し物が行われており、参加した筆
者自身、大変充実した2日間を過ごす
ことができました。参加者がステージや
料理、ワークショップ等、様々な催しを
通して、国際協力を知る第一歩になった
と考えます。大阪で開催されたことで、
特に西日本にある団体の活動を知り、身
近でかかわることのできる団体を知る貴
重な機会にもなりました。これは、まさ
に今年のテーマである「共に生きる世界
をつくるために、一人ひとりができるこ
と」に通ずる学びであったと考えます。
当協会のワン・ワールド・フェスティバ
ルへの出展は、今回が初めての試みでし
たが、今回の出展を通して、WHOおよ
び当協会の活動を多くの市民に直接伝え
ることができました。また、老若男女問
わず多くの市民、様々な団体と触れる貴
重な機会となり、交流を深めることがで
きました。このように顔の見える関係を
作ることができたのは、団体としても非
常にいい機会でした。大阪市に事務所を
置く協会として、今後も西日本のみなら
ず日本中の市民および他団体と協力して
活動を行っていきたいと考えます。来年
のワン・ワールド・フェスティバルにも
参加し、引き続き市民への情報提供、積
極的な広報活動を実施していきたいです。

運営スタッフ集合写真（左）
休憩所（上）
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